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豊川で再確認のヒロクチカノコガイ

松岡敬二*

Rediscovery of Neritina violacea (Neritidae) from the Toyogawa River, 
Toyohashi City, Aichi Prefecture

Keiji Matsuoka* 

　ヒロクチカノコガイは，南方系のアマオブネガイ科
の腹足類である．後期更新世に出現し，千葉県まで分
布を拡大していた（堀越，1962）．
　千葉県からは絶滅し，三河湾はヒロクチカノコガ
イの周辺分布域の東限にあたっている（松岡，2008）．
三河湾の奥部に位置する豊川では，1970年代初めまで
生息していた（愛知県科学教育センター，1967）．し
かし，現在では絶滅したと考えられていた（松岡ほか，
1999；松岡ほか，2008）．
　本種は、愛知県内では生息場所が減少し，愛知県レッ
ドデータリストでは絶滅危惧Ⅱ類（VU）に分類され
ている（愛知県環境調査センター編，2009）．
　今回，豊川からは絶滅したと考えられていたが，40

数年ぶりに生貝を 1個体確認したので記録しておく
（第 1図）．付着していた礫には，イシマキガイ，マガ

キが見られた．　
　なお，確認場所は個体群の回復を見守るために，詳
細は省いた．
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第 1 図 . ヒロクチカノコガイの生貝．
　            撮影日：2009年 3月 23日，確認場所：豊川下流．


